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社会資本総合整備計画について
〔谷山地区における災害に強いまちづくりの推進〕

〔谷山地区における災害に強いまちづくりの推進（防災・安全）〕

谷山都市整備課



谷山第二地区

国道
225号

谷山駅

Ｎ

位 置 図

谷山支所

地区名 谷山第三地区

施行者 鹿児島市

施行面積 34.9ha

施行期間 平成23年度～令和15年度

地区名 谷山駅周辺地区

施行者 鹿児島市

施行面積 15.3ha

施行期間 平成19年度～令和9年度

永田川

地区名 永田川排水区

施行者 鹿児島市（水道局）

施行延長 L=0.71km（R6まで）

施行期間 令和2年度～令和13年度



社会資本総合整備計画の変更について

社会資本整備総合交付金 R２ R３ R４ R５ R６

谷山地区における災害に強いまちづくりの推進
・谷山駅周辺地区土地区画整理事業
・谷山第三地区土地区画整理事業

■ ■ ■ ■ ■

防災・安全交付金 R２ R３ R４ R５ R６

谷山地区における災害に強いまちづくりの推進（防災・安全）
・谷山駅周辺地区土地区画整理事業
・谷山第三地区土地区画整理事業
・永田川排水区 水路新設 （公共下水道事業）

－ ■ ■ ■ ■

当初計画（令和元年度作成）

変更計画（令和２年度作成）

・ 社会資本整備総合交付金 → 防災・安全交付金 （R３～ ）

・ 土地区画整理事業と公共下水道事業（雨水）が一体となった整備



計画の成果目標
（定量的指標）

当初現況値

R2当初

中間目標値

R4末

最終目標値

R6末

谷山第三地区における消防活動困難区域の面
積を低減する。

14.6ha 14.3ha 10.3ha

谷山第三地区及び谷山駅周辺地区における防
災街区面積の割合を上昇させる。

12.7% 31.4% 42.4%

当初現況値

R3当初

-
-

14.3ha 14.3ha 10.4ha

-
-

18.6% 31.4% 36.2%

谷山第三地区における下水道（雨水管路）によ
る都市浸水対策達成率を上昇させる。

-
-

-
3.5%

-
27.3%

-
31.2%

社会資本総合整備計画の変更について

最終目標値の見直し及び下水道事業の目標値の設定

最終目標値の見直しの経緯

令和２年度時点の進捗状況を改めて検証

当初計画より工事の遅れが見込まれた

仮換地協議や建物移転協議に不測の日数



社会資本総合整備計画
〔谷山地区における災害に強いまちづくりの推進〕

〔谷山地区における災害に強いまちづくりの推進（防災・安全）〕

社会資本総合整備計画書

令和 ５年１０月

（鹿児島県鹿児島市）

◎

〔谷山地区における災害に強いまちづくりの推進〕と
〔谷山地区における災害に強いまちづくりの推進（防災・安全）〕は、
内容が重複するため、◎の後者の計画と事後評価について、
説明します。



計画の目標
谷山駅周辺地区・谷山第三地区

計画の名称：谷山地区における災害に強いまちづくりの推進（防災・安全）

①消防活動困難区域
当初現況値： １４．３ｈａ
最終目標値： １０．４ｈａ

・基盤整備が進んでいない
・建物が密集した既成市街地
・建物の老朽化

土地区画整理事業
基盤整備、街区の再編
狭隘道路や密集住宅の解消
下水道（雨水）の整備

計画の期間： 令和3年度から令和6年度まで

防災上危険な状況

安全な市街地の形成

定量的指標の定義①

有効幅員６ｍ以上の道路から１００ｍ以上離れた
区域を「消防活動困難区域」と定義

用語の説明
基盤整備：道路や公園、宅地の整備
街区 ：道路に囲まれた一団の宅地
狭隘道路：幅の狭い道路

解説
道路や消防の基準を参考に消防活動が
困難な区域を左記のとおり定義



凡 例

既設道路（幅員６ｍ以上）

消防活動困難区域

加世田方面

市街地方面

消防活動困難区域

地区名
当初現況値

（R3）
最終目標値

（R6）

谷山第三地区 １４．３ ha １０．4 ha

整備済道路（幅員６ｍ以上）



加世田方面

消防活動困難区域

凡 例

既設道路（幅員６ｍ以上）

消防活動困難区域

整備済道路（幅員６ｍ以上）

市街地方面

整備予定道路（幅員６ｍ以上）

地区名
当初現況値

（R3）
最終目標値

（R6）

谷山第三地区 １４．３ ha １０．４ ha



②防災街区面積の割合
当初現況値： １８．６％
最終目標値： ３６．２％

定量的指標の定義②

 有効幅員６m以上の道路に接する宅地＝防災街区

防災街区の使用収益開始する宅地面積の割合
（＝使用収益開始した宅地面積/施行後宅地面積）

解説
国の指針などにおいて、
地震が発生した場合の避難や
火災の延焼防止機能を確保する
にあたり、幅員６ｍ以上の
道路が基本となることから、
指標を定義

用語の説明
使用収益開始：整備された宅地を土地の

所有者などが使用
可能となること



平川方面

市
街
地
方
面

加
世
田
方
面

市街地方面

凡 例

使用収益開始済

防災街区面積の割合

使用収益開始予定

地区名
施工後

宅地面積
当初現況値

（R３）
最終目標値

（R６）

谷山駅周辺地区 ８．３ ha ６．０ ha ８．３ ha

谷山第三地区 ２３．９ ha ０．０ ha ３．４ ha

計 ３２．２ ha ６．０ ha １１．７ ha

割合 １８．６ ％ ３６．２ ％



加世田方面

市街地方面

凡 例

使用収益開始済

防災街区面積の割合

１号公園

２号公園

３号公園

４号公園

使用収益開始目標

地区名
施工後

宅地面積
当初現況値

（R３）
最終目標値

（R６）

谷山駅周辺地区 ８．３ ha ６．０ ha ８．３ ha

谷山第三地区 ２３．９ ha ０．０ ha ３．４ ha

計 ３２．２ ha ６．０ ha １１．７ ha

割合 １８．６ ％ ３６．２ ％



③浸水対策面積の割合
当初現況値：    ３．５％
最終目標値： ３１．２％

定量的指標の定義③
 下水道（雨水管路）による都市浸水対策達成率
（＝浸水対策完了面積（ha）

/事業計画区域面積（ha））

用語の説明
浸水対策完了面積とは、
10年に1回程度発生する規模の降雨
に対応する下水道整備が
完了した区域の面積



地区名
事業計画

面積
当初現況値

（R３）
最終目標値

（R６）

谷山第三地区 ３４．９ha １．２ha １０．９ha

割合 ― ３．５％ ３１．２％

凡 例

加世田方面

市街地方面

下水道（雨水管路）（目標）

浸水対策面積（目標）

浸水対策面積（整備済み）

浸水対策面積の割合

下水道（雨水管路）（整備済み）



基幹事業

谷山駅周辺地区土地区画整理事業
谷山第三地区土地区画整理事業
（建物移転や区画道路の整備）

全体事業費： １２０億７００万円

永田川排水区 水路新設



事後評価シート

令和６年１１月

（鹿児島県鹿児島市）

社会資本総合整備計画
〔谷山地区における災害に強いまちづくりの推進（防災・安全）〕



全体事業費

計画事業費  ： １２０億 ７００万円
実 績 額  ： １０３億４，１００万円



事業効果の発現状況

区画道路等の整備 狭隘道路が解消 消防活動困難区域を減少

密集住宅が解消 延焼防止等の防災機能を確保

下水道（雨水管路）の整備 浸水対策が図られた



加世田方面

市街地方面

整備予定の道路
（幅員６ｍ以上）

消防活動困難区域

道路（幅員６ｍ以上）

消防活動困難区域

整備実績の道路
（幅員６ｍ以上）

凡例

消防活動困難区域
（未達成）

地区名
最終目標値

（R6）
実績値
（R6）

谷山第三地区 １０．４ ha １０．６ ha



最終目標値： １０．４ｈａ
実 績 値 ： １０．６ｈａ

目標値と実績値に差が出た要因

建物移転協議等に時間を要し、
道路の整備実績が当初目標を下回ったため。



平川方面

市
街
地
方
面

加
世
田
方
面

市街地方面

防災街区面積の割合

凡 例

使用収益開始目標

使用収益開始済

使用収益開始実績

地区名
施工後

宅地面積
最終目標値

（R6）
実績値
（R6）

谷山駅周辺地区 ８．３ ha ８．３ ha ８．３ ha

谷山第三地区 ２３．９ ha ３．４ ha ２．７ ha

計 ３２．２ ha １１．７ ha １１．０ ha

割合 ３６．２ ％ ３４．２ ％



加世田方面

市街地方面

防災街区面積の割合

凡 例

使用収益開始目標

使用収益開始済

１号公園

２号公園

３号公園

４号公園

使用収益開始実績

地区名
施工後

宅地面積
最終目標値

（R6）
実績値
（R6）

谷山駅周辺地区 ８．３ ha ８．３ ha ８．３ ha

谷山第三地区 ２３．９ ha ３．４ ha ２．７ ha

計 ３２．２ ha １１．７ ha １１．０ ha

割合 ３６．２ ％ ３４．２ ％



最終目標値： ３６．２％
実 績 値 ： ３４．２％

目標値と実績値に差が出た要因

建物移転協議等に時間を要し、
道路や宅地の整備の実績が当初目標を下回ったため。



凡 例

加世田方面

市街地方面

整備実績の下水道
（雨水管路）

浸水対策実績区域

浸水対策済区域

浸水対策面積の割合

整備予定の下水道
（雨水管路）

浸水対策面積（目標）

地区名
事業計画

面積
最終目標値

（R６）
実績値
（R６）

谷山第三地区 ３４．９ha １０．９ha １３．４ha

割合 ― ３１．２％ ３８．３％



最終目標値： ３１．２％
実 績 値 ： ３８．３％

目標値と実績値に差が出た要因

建物移転状況を踏まえた施工計画の見直しにより、浸水
対策完了面積が当初目標を上回ったため。



施工計画の見直しについて

当初計画

実 績
浸水対策実績が増となった区域



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

３．特記事項（今後の方針等）

Ⅰ　定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

Ⅱ

　定量的指標の達成状況

指標①

 消防活動困難区域の低減

最終目標値 10.4ha
目標値と実績値
に差が出た要因

・建物移転交渉等に時間を要し、道路の整備実績が当初目標を下回ったため。

実績値 10.6ha
（R6年度実績見込み）

・土地区画整理事業区域内において、区画道路等を整備することによって狭隘道路が解消され、消防自動車の乗り入れが可能な範囲が広がり、消防活動困難区域を減少すること

ができた。
・土地区画整理事業区域内において、区画道路等を整備することによって密集住宅が解消され、幅員6ｍ以上の道路に接する街区が増加し、延焼防止等の防災機能を確保すること
ができた。

・土地区画整理事業区域内において、下水道（雨水管路）を整備することによって、浸水対策が図られた。

36.2%
目標値と実績値

に差が出た要因
実績値

指標②

 防災街区面積の割合の上昇

最終目標値

34.2%
（R6年度実績見込み）

・建物移転交渉等に時間を要し、道路や宅地の整備実績が当初目標を下回ったため。

指標③

 浸水対策面積の割合の上昇

最終目標値 31.2%
目標値と実績値

に差が出た要因

・建物移転状況を踏まえた施工計画の見直しにより、浸水対策完了面積が当初目標を上回ったため。

Ⅲ　定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況

　（必要に応じて記述）

実績値 38.3%
（R6年度実績見込み）

　今後も引き続き建物移転を進め基盤整備を積極的に行うことで、消防活動困難区域の減少や防災街区の増加を図り、併せて水路の整備による浸水対策を行って、災害に強いまちづくりを推進する。

２

今後の方針等

 今後も引き続き建物移転を進め基盤整備を積極的に行うことで、

消防活動困難区域の減少や防災街区の増加を図り、併せて水路の
整備による浸水対策を行って、災害に強いまちづくりを推進する。

社会資本整備総合交付金 R２～R６
谷山地区における災害に強いまちづくりの推進

今後は、本計画の実績を踏まえて、
R7以降の次期計画を策定していく
予定です。

社会資本整備総合交付金 R2～R6
谷山地区における災害に強いまちづくりの推進
の計画についても、同じ実績値及び
目標値と差が出た要因を公表します。



社会資本総合整備計画

及び

事後評価について

（終了）

社会資本総合整備計画
〔谷山地区における災害に強いまちづくりの推進（防災・安全）〕
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